







































































二〇〇一年）に要を得た言及があり、ご存知の方も多 と思わが、ここで簡単に 約すれば、正喜 朝鮮実学派が解体した十九世紀前半の一八 九 、燕行使の副使だった父金魯敬にしたがって北京を訪れ、阮元（一七六四～一八四九）や翁方綱（一七三三～一八








下の存在が注目される。 「歳寒図」は前者のために描かれ、後者は北学思想を近代開化派につないだ先覚者の一人 姜氏は位置付けている（同書、四〇六～七頁） 。
調査に取りかかった頃、金正喜研究の必読文献として安大会（成均





















というように代々、劇的な人生航路を歩むのが一族の運命だったようだ。 「気度」は気象。 「竄斥」は追い退けられること。父が「禍」すなわち罪を得て島流しになったとき、正喜は「慟」すなわち身を震わして歎き、生きる意欲も失って 裘葛 皮衣と葛かたびらで、寒暑にかか らず衣替えも廃して、 「四載」四年後に赦されてからやっと着衣を改めたというのである。しかしその前に、燕行使とな 父に従って二十四歳の若さで北京に赴き、 「阮閣老元 阮元・ 「翁鴻臚方綱」翁方綱と「莫逆」すなわち意気投合した。言うまでもなく、こ二人は「当世の鴻儒」で その名前は全国に轟き、簡単 面会もかなわないほどの「顕官」だった。いよい 帰国するに当たっては「贈秋史東帰詩」と題する詩画巻が作られ、朱鶴年が描いた 勝会」の画には、阮元をはじめ李鼎元（一七五〇～一八〇五）らの姿が認められる（図４、 『燕行、世界への道』実学博物館図録、二〇一〇年） 。
そうした幸福なコインの裏側として、一族の運命は金正喜を例外と
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て柁頭に坐し 詩有りて高詠すれば 声は風濤とともに相上下す。因りて手を挙げて某所を指して曰く、 「篙師、力めて柁を挽いて、此こに向かえ」と。舟は乃ち疾す。朝 発し、夕に済に至る。済の人大い 驚き、以謂らく飛渡すと。謫舎 居す。遠近、笈を負う者 市の如し。纔かに数月、人文大いに開け 彬彬として京国の風有り 耽羅の荒 開くは、公より始まる （中略）哲宗辛亥、権相国敦仁、礼論を以て斥け る 斥くる者は謂う、「公も実に之れに
与あずか
る」と。北青に遷さる。時に公の年六十六。






色を正して、仲季を顧みて曰く、 「庸人、論ずる 足らず。読書、君が輩が如き者 是くの若きか」と。且つ談笑 且つ慰む。手ずから書簏を整え、井井如たり。丙辰に卒す。寿七十一。




囲の人々はみな心配したが、正喜だけは普段と変わらず、 「峻整」は厳かできちんとして、その気魄たるや「日星」の光も薄くし、 「金石」を貫くかと思われるほどだっ 。 「娟嫉」 媚びること。 「捃摭」は攻撃材料を集めること。 「済」は済州島、 「古の耽羅 である 霹靂は激しく鳴り響く雷。 「抱号 抱き合って泣き叫ぶこと。 「篙師」は船頭。 「股粟」は恐れ震えること。船頭さえ震えているのに、正喜は「柁頭」舳先に坐って行く手を指示したところ、わずか一日で済州島に到着し、島人は「飛渡」したかと驚いて迎え こうして正喜のもとには「笈」を負うていたる者が門前に 市 をなし、わずか数个月で「人文大いに開け、彬彬として京国の風」があったという。あたかも佐渡島 おける世阿弥（一三六三？～一四四三？）のような感化を遺したのであろう。
ところが「哲宗辛亥」一八五一年には、 「権相国敦仁」に連座して
「北青」に流された。ちなみに「相国」宰相の「権敦仁 （一七八三～一八五九）には、正喜と合作した「山水図」などが伝わっている（図５、高麗美術館蔵） 。時に「六十六 歳の正喜の謫居生活を心配 た「二弟」も 慟哭 して言葉になら いのを、正喜は厳粛な面持ちで、普通の人はともかく読書人の君までこのありさまと と言って、普段と変わることなく穏やかに「談笑」しつつ、みずから文箱 整理し静かに旅立ったという。 「戚党」は一族、 「故吏」 もとの役人。 「瞠
図５
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り。 「議論」の激しさに人々はたじたじ なって、寒くないのに鳥肌が立ったという。学問は「百家の書」から 十三経」まで至らざるはなく、もっとも「易」に通じ、
金石・図書・書・詩文・篆隷の学、其の源を窮めざること有ること無し。尤も書法を以て天下に聞こゆ。嘗て「実事求是説」を著して曰く、学問の道、既に堯舜周孔を以て帰と為せば、則ち必ずしも漢宋の界、朱陸薛王の門戸を分かたず。但だ平心静気、篤学力行のみ。蓋し公の経学、惟だ聖人の旨に合うを以て、本 為す。























































す。此れ是の其の平生、人に長じ 人は以 近似するを得ず。此の幀、頗る画意を具う。横放を極むと雖も、蹊径尋ぬ可し。人も亦た略を以て干めて力 着くることを得れば、亦 復た近似
図６
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という賛が付されている。その難しいことがどうして可能だったか、李秉昌氏の『韓国美術蒐選』 （東大出版会、一九七八年）が説く ころによれば、正喜の「燕京」体験が「国際的訓練と見識」を得させ、 「彼自身の人となり、そして学問が彼の作品をして文人画の神髄に達 しめた」 だという そして 歳寒図」と並んで 「ソウル個人所蔵の不作蘭図、同じくソウル個人所蔵の竹庵図」などが、 「その禅味ある幽玄な脱俗は李朝の他の画家の到底追随できる境地 はない」と絶賛 れている（ ８、９） 。
そうした見方からすれば、正喜が「趙煕龍の畫聯に題す」に次のよ

































なり。 『清訓堂集』有り。二十年前、曽て鈔有りて、満洲の王公貝勒諸人の詩画名勝なる者存す。原巻を京第に捜し覔めしむるも、何処に落在するかを知らざるなり。鈔目の敗紙一二片 蠧篋に有る者、之れを検 れば、四人は皆な録存有り。亟ち更に鈔を為して、呈上せん。此れ亦た墨輪の転ずる所にして 預
あらかじ
め湊会する所有るか。覚えず、奇甚だ
しく、快甚だしきことを。四人は 詩画倶に絶勝にして、大江南北の諸人に減ぜ 。陸飛・厳誠と至交を為す。陸・厳は皆な江南の高士、曽て一 とも妄交せず 而るに此の四人 至りて 、れと契を結ぶ。則ち四人は皆な知る可きなり。
臞・樗二仙の詩、




せしむ。満洲人の忽せにす可からざるもの有るは、塞暁亭・夢文子・英夢堂・英夢禅諸人有り。皆 竜の如く、虎の如く、方物す可からざるのみ 『画徴録』 ・ 『画林新詠』は 蒐羅頗る富めるも、若か
かる四人なる者有るも、一も採るを見ざるは何ぞや。
（同上、三）






七二五～一八〇七） ・王鳴盛（一七二二～九七） ・銭大昕（一七二八～一八〇四） ・呉泰来（？～一七八八） ・曹仁虎（ 七三一～八七） ・趙文哲（一七二五～七三） ・黄文蓮（生没年不詳）の 人 ある。
しかし洪湛軒が入燕したとき、陸飛や厳誠たちとは「爛曼」という
のは朗らかに交流したことかと解されるが、臞仙以下の四人とは没交渉だった。 「咄咄」とは事の意外なのに正喜が驚 たということ。湛軒が「疎」であったばかりでなく、 「朴楚亭」斉家 また「錯過」すれ違って、正喜を「嗟惜」残念がらせ いる。
（２）
「満洲人」を軽視でき



























































































仙に招かれて「大酔」し、翌日、陸飛が描いた「苦斎図」に付した詩に次韻したのが、この七律二首だった。 「東風」春風は愁いを伴いつつ、 「楝花」おうちの淡紫色の花が咲く初夏に連なっていた。 「追歓」は楽しみを尋ねること。 「一卮を共にす」は盃を酌み交わすこと。 「賓朋」は賓客。 「澹宕」はのどやかなこと。 「参差」は入り交じるさま。「街鼓」は京師で朝夕に打った皷。 「車茵」は車の敷物。 「紅蘭」の句の下には、 「康煕の間の宗室、玉池生は又た紅蘭主人と号し、詩に
工たくみ
なり。嘗て郊島の詩を刻して、寒痩集と名づく」 いう割注がある。「郊島」は唐の詩人、孟郊（七五一～八一四）と賈島（七七九～八四三）で、 「郊寒島痩」はもと蘇軾 評語だった。 「彷彿」はさな ら。「高致」は気高い趣き。 「百篇の詩」の下には、 「時に苦斎吟稿を出して、坐客に示す」と割注があり、こ 『苦斎吟稿』に 野夫 すなわち厳誠の「心」は挫けたというのである。
二首目の「丁子」はジンチョウゲ。早春、香り高い花をつける。
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天明戊申、京師に遊び、竜草廬を訪う。其の経義を講ずる 、意に満たざる者有り。居ること幾ばくならずして還る。享和壬戌、再遊す。時に皆川淇園先生、開物 学 唱え、海内に鳴る。即ち
― 171 ―
2015年 3 月金城学院大学論集　人文科学編　第11巻第 2号
三五
往きて謁す。其の精論要義、古今に亘り百家を統ぶ。其の説、先に発明する所の者と合す。乃ち之れに師事して益すます古道を闡明し、其の蘊奥を究む。遂に帰郷の念を絶ち、垂帷教授す


























































































































「篆刻に漢法有り」とは、秦漢の古法に溯ること。 「精雅」は清らかで上品なこと。 「蒹葭堂」の篆刻は福原承明（一七三五～六八）のと合わせ、南玉（一七二二～七〇）以下 通信使に贈られた。その『東華名公印譜』 （宝暦甲申三月、一七六四年）を正喜も目にしたのであ



















































［後記］小論はもともと、二〇一二年に濱下昌宏氏の退休記念論集のために、縁ある人々が論文を持ち寄る一篇として執筆したものであるが、こうした大勢の執筆者による原稿がすべて揃うのは難しいようで荏苒と歳月が流れて今日に及んだ。そうこうしているうちに私自身も退休の年を迎え、現役最後の仕事となった国際日本文化研究センターの共同研究の成果である「蒹葭堂 紡ぎ、金正喜 結んだ夢」 ほうが先に刊行 運びとなっ （笠谷和比古編『徳川社会と日本の近代化―一七～一九世紀における日本の文化状況 国際環境』思文閣出版、二〇一五年三月刊） 。その後 念論集そのものは電子媒体でとりあえず公になるとのことな で、遅ればせながら紙媒体でも発表することにした。論文は言ってみれば生ものでは が、如上のような事情であえて執筆時のままとした で 前記拙稿と多少 重複があ のは諒とされたい。あわせご批正を賜 幸甚 （二〇一五年三月三
十一日記） 。〔追記〕なお小論は科学研究費助成事業（基盤研究
B） 「公共知の形
成
  ―
  東
西
比
較
に
よ
る
18世紀学の展開」 （課題番号：２２３２００２
５）の助成を受けたものです。
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